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２００９年９月４日
専攻・講座名　情報科学学専攻　　　
学年　 博士前期過程　２回生
氏名  　　　　　牛尾　　奈々子
（発表題目）Windows用3次元立体構築アプリケーションにおけるobjファイル変換機能
（発表内容）
生物研究者向けのアプリケーション開発についての発表。昨年の発表時では実現できていなかった機能についての説明が中心。本研究で開発しているアプリケーションで構築した３Ｄオブジェクトをobjファイルという一般の３Ｄソフトに読み込み可能なファイルに変換できるようになった。さらにそのobjファイルにテクスチャを適用することで、３Ｄオブジェクトの質感をよりリアルに表現することが可能となった。ポスターでは利用者向けの説明となっており、プログラムのソース内容などのプログラム内部の記述はしていない。

（聴衆の反応と感想）

昨年のバイオイメージング学会では利用者となる研究者が、利用方法やアプリケーションの応用等の質問が多かった。今年も昨年同様の質問もあったが、プログラム内部に関しての質問も多かった。研究者からの質問は、「処理の速さはデータに関係するのか」「構築したい物体の境界はどのようにしているのか」「境界がはっきりと出ない場合もあるのでは、そのときの対処方法は」など利用方法についての質問が中心だった。そのときの話から、既存のアプリケーションでも上手く処理できていないという現状を読み取ることができた。特に”物体の境界”の話では、他のアプリケーションとのプログラムの手法の違いも感じ取れ、それに加えて本アプリケーションは、ユーザーにとって少し手間のかかる操作が必要かもしれないが、ユーザーが満足し得る結果を出すことができると実感できた。また、「フリーソフトで出てくると嬉しい」という声があり、機能が少なく簡易的であっても有効な機能であれば十分に利用価値があり実用してもらえるアプリケーションにできると感じた。
プログラム内部に関しての質問は、医学の現場で使用されているアプリケーションに詳しい方や企業の方からされた。「このデータはどこから持ってくるのか」「メッシュはどの程度のピクセルで取っているのか」「ピクセル幅を小さくするとどうなるか」「多量のデータについてはどうしているのか」というように、プログラムの討議・討論をすることができた。企業の方は同じようにobjファイルの作成をしているらしく、objファイルのテクスチャの画像を見てその細かさに驚嘆している様子だった。この討議・討論では、より細かく処理した３Ｄオブジェクトに関してのテクスチャをどのように作っていくかが今後の課題となると実感した。
また全体を通して、今後アプリケーションを実際に医療の現場や大きな研究に活かすには、データの多さに対してどのようにスピーディーに処理していくかがアプリケーション開発時に重要であると感じた。今回の学会発表ではアプリケーション利用者の声や既存のアプリケーションの現状を知ることができ、学業としての研究だけではなく社会に出てからのアプリケーション開発にも活かせる経験になったと思う。

他の講演者の内容・感想①

「軟Ｘ線顕微鏡による生きた生物のバイオイメージング」

発表者：竹本邦子（関西医科大学物理）

内容（アブストラクト・講演内容からの抜粋）：

生きた生物のバイオイメージングが可能であれば、それは生物学者の夢である。その生きた生物のバイオイメージングについての方法論・考察が今回の発表内容。

電子顕微鏡・光学顕微鏡などの観察方法も考えられるが機能の損傷や機能部位の直視ができないなどの問題がある。そんな中で方法の一つとしてあげられるのが”軟Ｘ線顕微鏡”の利用である。ただし問題もある。それはＸ線による細胞死である。では、Ｘ線放射損傷を避けるには？その一つはＸ線に強い試料の使用。もう一つは、試料の凍結。しかし、試料の凍結をすると生体の動きは固定され、目的である生きた生物の観察とはならない。そこで、炭素のＫ吸収端よりわずかにエネルギーの低いＸ線の利用で観察を行った。

（興味を持った理由・感想）
生きたままの生物の観察という内容に興味を持った。生物の顕微鏡の観察を実際に見学したことがあったが、もちろん生きたままのものではなく真空状態での試料の観察であったためそれが生きていた状態ではどのようなものであったのか、何か違いはないのかなど分からないことも出てくると感じていた。全体的な内容を聞いて、実現できるのではと思ったが、まだ問題も多いようだ。例えば、観察中に試料が移動してしまったり、試料によってはエネルギーの低いＸ線放射であっても損傷してしまう、などの問題だ。

これらの問題が軽減されるよう、より突き詰められたＸ線波長の発見やそれに伴う観察の精密度の調整、Ｘ線放射による試料の影響の測定などを行って研究していく必要があるのではないかと感じた。
他の講演者の内容・感想②
「生体イメージングによる慢性炎症病態の解析　実質細胞と間質の相互作用」

発表者：西村智（東京大学　循環器内科、ＪＳＴさきがけ、東京大学ＴＳＢＭＩ）

内容（アブストラクト、講演内容からの抜粋）：

メタボリックシンドロームにおいて慢性炎症が病態の背景にあることが明らかになった。生体内で細胞をみて、働きを知るための生体内分子イメージング手法についての研究報告が今回の発表の内容。観察手法として、白血球・血小板などにそれぞれに染色できる色素をマウスの尻尾から注入し、麻酔をかけて光学顕微鏡で覗くというオーソドックスなもの。

観察結果は、①肥満脂肪組織で、脂肪細胞分化・血管新生が空間的に共存して生ずる。②肥満脂肪組織の微小循環において炎症性の細胞動態が生ずる。③肥満脂肪組織における炎症性マクロファージの浸潤の初期のトリガーがＣＤ８１細胞の浸潤である。という３つである。

（興味を持った理由・感想）

まずメタボリックシンドロームという身近な話題であったことに興味を覚えた。そして、この観察方法が非常にオーソドックスかつ大胆であるように思え興味深かった。生きたままのマウスの観察なので、血管内の白血球などの動きがリアルタイムで観察できた。動脈硬化や脳梗塞につながる血管の詰まりが、どのような物質がどのように動いて起きているかを目に見えるのでよく分かった。ただ一つの物質が原因で血管内の異状が起こるのではなく、複数の物質の相互作用によって起こることであると発見された。その異常な動きがメタボリックシンドロームの恐ろしさを感じさせた。このように、今まで分からなかったメカニズムが分かる観察方法は期待されるべきものだと思う。今回発見されたメカニズムはどう治療に繋がるかが問題であると思うので、この観察方法や観察結果が今後どのような発展を見せるのかが楽しみだ。

（今回の学会講演全体の感想）

バイオイメージング学会なので私の専門領域とは違う分野の話ばかりであったが、人間の病気につながる話なども非常に多かったのでとても興味深く聞くことができた。私の専門では研究段階よりも結果を重視する傾向があるが、このバイオ関係の研究は研究手法や方法論などの研究過程も重視している。この過程の重要度を、講演を聞いて理解できたように思う。なぜなら、新たな方法論が新たな発見につながり研究の幅を広げる突破口となるからだ。そして、ミクロ・マクロの話だがこの“突き詰める”という研究が重なることで人に影響をあたえる治療法などに繋がる面白さを感じることができた。

また、多くの発表経験者の講演を聞いて、発表で人に聞いてもらうための話し方や流れをどのように工夫しているかも見ることができたので、今後の自分のプレゼンに活かせると思った。
